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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮影レンズと、前記撮影レンズを透過した光を受光する撮像素子を含む撮像素子ユニッ
トと、カメラ本体に接続するためのレンズユニット側接点とを備えたレンズユニットが、
前記カメラ本体に着脱自在に取付けられ、
　前記レンズユニット側接点が、前記撮影レンズの光軸に垂直であって前記レンズユニッ
トの重心を通る直線上に配置されていることを特徴とするカメラシステム。
【請求項２】
　前記カメラ本体が本体側接点を有し、前記レンズユニットが前記カメラ本体に取付けら
れた時に、前記レンズユニット側接点と前記本体側接点とが、互いに電気的に接続される
ことを特徴とする請求項１に記載のカメラシステム。
【請求項３】
　前記レンズユニットの重心が、前記レンズユニット側接点の近傍にあることを特徴とす
る請求項１に記載のカメラシステム。
【請求項４】
　前記本体側接点が、前記カメラ本体の端部にあることを特徴とする請求項２に記載のカ
メラシステム。
【請求項５】
　複数の前記レンズユニットが、前記カメラ本体に着脱自在かつ選択的に取付け可能であ
ることを特徴とする請求項１に記載のカメラシステム。
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【請求項６】
　前記複数のレンズユニットがそれぞれ有する前記撮影レンズが、略同じ直径を有するこ
とを特徴とする請求項５に記載のカメラシステム。
【請求項７】
　前記カメラシステムの重心が、前記複数のレンズユニットのいずれを取付けたときにお
いても一定であることを特徴とする請求項５に記載のカメラシステム。
【請求項８】
　前記撮影レンズがズームレンズであって、前記レンズユニットが、前記撮影レンズを駆
動する撮影レンズ駆動手段をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載のカメラシス
テム。
【請求項９】
　前記レンズユニットが、前記カメラ本体の側壁面に取付けられることを特徴とする請求
項１に記載のカメラシステム。
【請求項１０】
　前記カメラ本体が、前記レンズユニットを取付けるための窪みを有することを特徴とす
る請求項１に記載のカメラシステム。
【請求項１１】
　前記窪みにおいて、前記レンズユニット側接点に接続される本体側接点が設けられてい
ることを特徴とする請求項１０に記載のカメラシステム。
【請求項１２】
　撮影レンズと、前記撮影レンズを透過した光を受光する撮像素子を含む撮像素子ユニッ
トと、カメラ本体に接続するためのレンズユニット側接点とを備えたレンズユニットが、
着脱自在に取付けられるカメラ本体であって、
　前記レンズユニット側接点が、前記撮影レンズの光軸に垂直であって前記レンズユニッ
トの重心を通る直線上に配置されており、
　前記カメラ本体が、前記レンズユニットを取り付けるための窪みを有することを特徴と
するカメラ本体。
【請求項１３】
　前記窪みにおいて、前記レンズユニット側接点に接続される本体側接点が設けられてい
ることを特徴とする請求項１２に記載のカメラ本体。
【請求項１４】
　前記レンズユニット側接点に接続される前記カメラ本体の本体側接点が、複数の本体側
接点端子を有し、前記本体側接点端子が、前記レンズユニットの前記カメラ本体への取付
け時における、前記撮影レンズの光軸方向よりも前記撮影レンズの光軸に垂直な方向に多
く並ぶように配置されていることを特徴とする請求項１２に記載のカメラ本体。
【請求項１５】
　撮影レンズと、前記撮影レンズを透過した光を受光する撮像素子を含む撮像素子ユニッ
トと、カメラ本体に接続するためのレンズユニット側接点とを備えたレンズユニットであ
って、前記カメラ本体に着脱自在に取付けられ、
　前記レンズユニット側接点が、前記撮影レンズの光軸に垂直であって前記レンズユニッ
トの重心を通る直線上に配置されていることを特徴とするレンズユニット。
【請求項１６】
　前記レンズユニット側接点が、前記カメラ本体の窪みに設けられた本体側接点に接続さ
れることを特徴とする請求項１５に記載のレンズユニット。
【請求項１７】
　前記レンズユニット側接点が、複数のレンズユニット側接点端子を有し、前記レンズユ
ニット側接点端子が、前記撮影レンズの光軸方向よりも前記撮影レンズの光軸に垂直な方
向に多く並ぶように配置されていることを特徴とする請求項１５に記載のレンズユニット
。
【請求項１８】
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　前記撮像素子ユニットが、前記レンズユニットに着脱自在に取付けられることを特徴と
する請求項１５に記載のレンズユニット。
【請求項１９】
　複数の前記撮像素子ユニットが、前記レンズユニットに対して選択的に使用可能である
ことを特徴とする請求項１８に記載のレンズユニット。
【請求項２０】
　前記撮像素子ユニットが、前記レンズユニットに取付けられた時に前記カメラ本体と電
気的に接続することを特徴とする請求項１８に記載のレンズユニット。
【請求項２１】
　前記撮像素子ユニットが、前記撮像素子により生成された画像信号を処理する画像信号
処理手段をさらに有することを特徴とする請求項１５に記載のレンズユニット。
【請求項２２】
　前記撮像素子のフォーマットサイズが、前記撮影レンズの種類に応じて異なることを特
徴とする請求項１５に記載のレンズユニット。
【請求項２３】
　前記撮像素子のフォーマットサイズが、前記撮影レンズの画角が広いほど大きいことを
特徴とする請求項２２に記載のレンズユニット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、レンズ交換が可能なデジタルカメラ等のカメラシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、レンズ交換が可能な一眼レフのデジタルカメラが普及しつつある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　一眼レフのデジタルカメラにおいては、カメラ本体側に内蔵された撮像素子を用いるた
め、交換して使用される撮影レンズごとに適当な撮像素子を選択することはできない。ま
た、カメラ本体に内蔵された撮像素子は、アクセスが難しいために、より高性能なものと
の交換、修理作業等は困難である。
【０００４】
　さらに、従来の一眼レフカメラにおいては、重心が異なるレンズユニットを、本体前面
のレンズ・マウントに取付けるために、使用するレンズユニットによってカメラ全体の重
心が異なり、操作性の低下、撮影ぶれの発生の原因となる場合がある。そして、一般に、
本体の中央付近にレンズ・マウントを設け、その後側に撮像素子を配置するために、電気
基板の配置等の構造設計における制約が大きく、本体のスペースを有効に活用できない。
【０００５】
　本発明は、撮影レンズに応じた撮像素子の選択、効率的なスペースの活用を可能にする
ために、撮像素子と撮影レンズを備えたレンズユニットが、カメラ本体に着脱自在に取付
けられるカメラシステムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明のカメラシステムにおいては、撮影レンズと、撮影レンズを透過した光を受光す
る撮像素子を含む撮像素子ユニットとを備えたレンズユニットが、カメラ本体に着脱自在
に取付けられる。レンズユニットは、レンズユニット側接点を有し、カメラ本体は、本体
側接点を有し、レンズユニットがカメラ本体に取付けられた時に、レンズユニット側接点
と本体側接点とが、互いに電気的に接続されることが好ましい。
【０００７】
　レンズユニットの重心は、レンズユニット側接点の近傍にあることが好ましい。
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【０００８】
　本体側接点は、カメラ本体の端部にあることが好ましい。
【０００９】
　カメラ本体には、複数のレンズユニットが着脱自在に取付け可能であることが望ましい
。この場合、複数のレンズユニットがそれぞれ有する撮影レンズが、略同じ直径を有し、
また、カメラ本体の重心が、複数のレンズユニットを取付けたときに一定であることが、
より望ましい。
【００１０】
　撮影レンズは、例えばズームレンズであって、この場合、レンズユニットが、撮影レン
ズを駆動する撮影レンズ駆動手段をさらに備えていることが好ましい。
【００１１】
　レンズユニットは、例えばカメラ本体の側壁面に取付けられる。この場合、カメラ本体
は、レンズユニットを取付けるための窪みを有することが好ましい。そして、例えばレン
ズユニットは円筒状であり、窪みは半円筒状である。
【００１２】
　本発明のカメラ本体は、撮影レンズと、撮影レンズを透過した光を受光する撮像素子を
含む撮像素子ユニットとを備えたレンズユニットが、着脱自在に取付けられることを特徴
とする。
【００１３】
　カメラ本体は、レンズユニットと電気的に接続するための複数の本体側接点端子を有し
、本体側接点端子が、レンズユニットのカメラ本体への取付け時における、撮影レンズの
光軸方向よりも撮影レンズの光軸に垂直な方向に多く並ぶように配置されていることが好
ましい。
【００１４】
　本発明のレンズユニットは、撮影レンズと、撮影レンズを透過した光を受光する撮像素
子を含む撮像素子ユニットを備えており、カメラ本体に着脱自在に取付けられる。
【００１５】
　レンズユニットは、カメラ本体と電気的に接続するための複数のレンズユニット側接点
端子を有し、レンズユニット側接点端子は、撮影レンズの光軸方向よりも撮影レンズの光
軸に垂直な方向に多く並ぶように配置されていることが好ましい。
【００１６】
　撮像素子ユニットは、レンズユニットに着脱自在に取付けられることが好ましい。そし
て、この場合、複数の撮像素子ユニットがレンズユニットに対して使用可能であり、また
、撮像素子ユニットが、レンズユニットに取付けられた状態において、カメラ本体と電気
的に接続されることがより好ましい。
【００１７】
　撮像素子ユニットは、撮像素子により生成された画像信号を処理する画像信号処理手段
をさらに有していることが望ましい。また、撮像素子のフォーマットサイズは、撮影レン
ズの種類に応じて異なることが好ましく、撮影レンズの画角が広いほど大きいことがより
好ましい。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によれば、撮像素子と撮影レンズを備えたレンズユニットが、カメラ本体に着脱
自在に取付けられるカメラシステムが実現できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下、本発明の実施形態を、図面を参照して説明する。図１は、第１レンズユニットが
取付けられたデジタルカメラを前方から見た斜視図である。図２は、第１レンズユニット
が取付けられたデジタルカメラを後方から見た斜視図である。図３は、レンズユニットが
取り外された状態のデジタルカメラを示す図である。
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【００２０】
　デジタルカメラ１０は、レリーズボタン１６、被写体像を表示するＬＣＤ４５等が設け
られたカメラ本体１２と、撮影レンズ（図示せず）等を内蔵する第１レンズユニット１４
を備えている。円筒状の第１レンズユニット１４は、カメラ本体１２に着脱自在に取付け
られ、デジタルカメラ１０には、複数の異なるレンズユニットが使用可能である。カメラ
本体１２の側面１２Ｓには、第１レンズユニット１４の取付けのために、第１レンズユニ
ット１４の形状に対応した半円筒状の窪み１２Ｌがあり、窪み１２Ｌの壁面には本体側接
点１８が設けられている（図３参照）。
【００２１】
　また、第１レンズユニット１４には、レンズユニット側接点２０が設けられており、本
体側接点１８とレンズユニット側接点２０との接続により、第１レンズユニット１４はカ
メラ本体１２に取付けられる。カメラ本体１２と第１レンズユニット１４は、本体側およ
びレンズユニット側接点１８、２０のみを介して接続されるため、カメラ本体１２は、レ
ンズ・マウントを有しておらず、密閉された構造である。このように、カメラ本体１２が
開口を有していないことから、デジタルカメラ１０は、防塵性に優れる。
【００２２】
　本体側接点１８は、複数の本体側接点端子（ソケット）１１を有し、レンズユニット側
接点２０は、複数のレンズユニット側接点端子（プラグ）１９を有する。本体側接点端子
１１は、撮影レンズの光軸に沿った方向に比べ、撮影レンズの光軸と直交する方向に沿っ
て多く配置されており、レンズユニット側接点端子１９の配置もこれに対応する。このよ
うに、カメラ本体側面１２Ｓに沿った方向に、デジタルカメラ１０の厚さ方向よりも多く
の接点端子を配置することにより、カメラ本体１２と第１レンズユニット１４との接続強
度を高めつつ、デジタルカメラ１０を薄型化することができる。
【００２３】
　第１レンズユニット１４は、撮影レンズを透過した被写体からの光を受光するＣＣＤ（
図示せず）を内蔵している。ＣＣＤは、撮像素子ユニット２２に含まれており、撮像素子
ユニット２２は、着脱自在に第１レンズユニット１４に取付けられている。ユーザが、着
脱ボタン２４を押下すると、撮像素子ユニット２２は第１レンズユニット１４から取り外
される。また、ユーザが、撮像素子ユニット２２を第１レンズユニット１４に対して挿入
すると、撮像素子ユニット２２は、第１レンズユニット１４に取付けられ、ＣＣＤがカメ
ラ本体１２と電気的に接続される。
【００２４】
　図４は、デジタルカメラ１０のブロック図である。
【００２５】
　カメラ本体１２は、デジタルカメラ１０を制御する制御回路であるカメラＣＰＵ１７を
含む。第１レンズユニット１４は、ズームレンズである第１及び第２撮影レンズ１３、１
５、レンズのデータを格納するＲＯＭ３７、第１撮影レンズ１３のズーム位置を検出する
ズーム位置検出部２３、ズーム位置検出部２３等を制御するレンズＣＰＵ２５を含む。カ
メラ本体１２と第１レンズユニット１４が、本体側接点１８とレンズユニット側接点２０
によるインターフェイス２１を介して電気的に接続されると、カメラＣＰＵ１７とレンズ
ＣＰＵ２５が、互いに接続される。さらに、撮像素子ユニット２２も、ＣＣＤコネクタ３
３、インターフェイス２１を介してカメラＣＰＵ１７と接続される。なお、第１レンズユ
ニット１４は、第１及び第２撮影レンズ１３、１５以外のレンズも含むが、ここではズー
ム位置が可変の第１撮影レンズ１３と、ズーム位置が固定された第２撮影レンズ１５のみ
を示す。
【００２６】
　カメラＣＰＵ１７は、デジタルカメラ１０を制御する制御回路である。カメラＣＰＵ１
７には、メインスイッチＳＷＭＡＩＮが接続されている。メインスイッチＳＷＭＡＩＮは
、デジタルカメラ１０のスイッチ（図示せず）であり、撮影者により操作されるとオン状
態になり、カメラＣＰＵ１７が作動を開始する。ＥＥＰＲＯＭ４４には、カメラＣＰＵ１
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７の信号処理のためのデータ等が予め格納されている。
【００２７】
　カメラＣＰＵ１７に接続された測光スイッチＳＷＳは、レリーズボタン１６を半押しす
ることによってオン状態となる。デジタルカメラ１０が、被写体の撮影を行う撮影モード
に設定されていた場合に、測光スイッチＳＷＳがオン状態となると、測距処理部３２によ
る測距動作、測光処理部３４による被写体の測光が行われる。こうして得られた測距デー
タ及び輝度データは、カメラＣＰＵ１７に送信される。
【００２８】
　測距データに基づくカメラＣＰＵ１７の指示により、レンズＣＰＵ２５は、第１撮影レ
ンズ１３の位置を調整し、合焦させるようにフォーカス駆動回路２６を制御する。フォー
カス駆動回路２６は、ＡＦモータ２７を制御して第１撮影レンズ１３の位置を調整する。
そして、ズーム位置検出部２３によって第１撮影レンズ１３のズーム位置が検出され、ズ
ーム位置を伝える信号が、レンズＣＰＵ２５を介してカメラＣＰＵ１７に送信される。
【００２９】
　レリーズスイッチＳＷＲは、レリーズボタン１６を全押しすることによりオン状態にな
る。レリーズスイッチＳＷＲがオン状態になると、カメラＣＰＵ１７からの制御信号に基
づいて、絞り駆動回路２８が絞り４６を所定量だけ開き、シャッタ駆動回路２９がシャッ
タ４７を所定の開度まで所定時間だけ開放する。そして、インターフェイス２１、ＣＣＤ
コネクタ３３を介してカメラＣＰＵ１７から送信された指示信号に基づき、ＣＣＤ駆動回
路３６により制御されたＣＣＤ３８が露光され、ＣＣＤ３８には被写体像を示す画像信号
が発生する。この時、カメラＣＰＵ１７は、測距データ及び輝度データに基づいて被写体
を照明する必要があると判断すると、照明のための制御信号をフラッシュ回路３０へ出力
し、照明装置（図示せず）が照明光を照射する。
【００３０】
　ＣＣＤ３８において発生した画像信号は、ＣＤＳ回路４８においてノイズが低減され、
Ａ／Ｄ変換器４０によりアナログからデジタルに変換される。さらに、デジタル化された
画像信号は、ホワイトバランス調整、ガンマ補正などの様々な信号処理が施された後にカ
メラＣＰＵ１７へ送られる。さらに、カメラＣＰＵ１７からＬＣＤドライバ（図示せず）
に画像信号が送られ、この画像信号に基づいてＬＣＤ４５が駆動され、被写体像がＬＣＤ
４５に表示される。なお、撮影された被写体像の画像データは、ＤＲＡＭ４２やメモリカ
ード（図示せず）に記録される。
【００３１】
　図５は、カメラ本体１２に取付けられた状態の第１レンズユニット１４の内部構造を概
略的に示す上面図である。
【００３２】
　第１レンズユニット１４は、第１及び第２撮影レンズ１３、１５を含む複数のレンズを
組合せた標準レンズを内蔵する。そして、第１レンズユニット１４は、第１レンズユニッ
ト１４の重心Ｇが、レンズユニット側接点２０の近傍にあるように設計されている。すな
わち、各撮影レンズの共通の光軸Ｏに垂直で、かつ重心Ｇを通る直線Ｏ’上にレンズユニ
ット側接点２０は位置する。さらに、デジタルカメラ１０は、第１レンズユニット１４の
取付け時にデジタルカメラ１０全体の重心（図示せず）が、デジタルカメラ１０のほぼ中
心にあるように設計されているため、操作性が良い。また、ＣＣＤ３８は、標準レンズに
適したフォーマットサイズであるが、ユーザは、第１レンズユニット１４に使用される他
の撮像素子ユニットを選択し、取付けることも可能である。
【００３３】
　図６は、第２レンズユニットが取付けられたデジタルカメラを前方から見た斜視図であ
る。図７は、第２レンズユニットが取付けられたデジタルカメラを後方から見た斜視図で
ある。図８は、第２レンズユニットを示す図である。
【００３４】
　デジタルカメラ１０には、第１レンズユニット１４の他に、望遠レンズ（図示せず）を
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備えた第２レンズユニット５４が使用可能である。第２レンズユニット５４は、カメラ本
体１２に着脱自在に取付けられ、レンズユニット側接点２０、撮像素子ユニット２２、及
び着脱ボタン２４を有する（図８参照）。
【００３５】
　図９は、カメラ本体１２に取付けられた状態の第２レンズユニット５４の内部構造を概
略的に示す上面図である。
【００３６】
　第２レンズユニット５４は、第１レンズユニット１４と同様に、重心Ｇがレンズユニッ
ト側接点２０の近傍、すなわち、第１及び第２撮影レンズ１３、１５から成る望遠レンズ
の光軸Ｏに垂直で、かつ重心Ｇを通る直線Ｏ’上にあるように設計されている。また、重
心Ｇとレンズユニット側接点２０との距離は、第１レンズユニット１４の対応する距離と
等しい。そして、望遠レンズは、標準レンズに比べて画角が狭いので、第２レンズユニッ
ト５４には、第１レンズユニット１４よりも小さいフォーマットサイズのＣＣＤ３８が、
撮像素子ユニット２２内に設けられている。
【００３７】
　このように、撮影レンズの画角に応じて、ＣＣＤ３８のフォーマットサイズを適当なも
のに調整することにより、撮影に適した撮影レンズの大きさは、第１レンズユニット１４
とほぼ同じである。すなわち、望遠レンズの中で最も大きい第１撮影レンズ１３の直径は
、第１レンズユニット１４の標準レンズの最大直径とほぼ等しい。このため、第２レンズ
ユニット５４の重量も第１レンズユニット１４の重量とほぼ等しい。
【００３８】
　また、ＣＣＤ３８のフォーマットサイズが小さいため、第２レンズユニット５４は、撮
像素子ユニット２２側が細い筒状であり、第２レンズユニット５４の重心Ｇは、第１レン
ズユニット１４の場合に比べ、被写体側に位置している。このように重心Ｇの位置が第１
レンズユニット１４と異なる第２レンズユニット５４をカメラ本体１２に取付けた場合に
おいても、レンズユニットの重量、レンズユニットの重心Ｇと本体側接点１８の距離がい
ずれも第１レンズユニット１４と等しいため、デジタルカメラ１０全体の重心（図示せず
）は、デジタルカメラ１０のほぼ中心にある。
【００３９】
　図１０は、第３レンズユニットが取付けられたデジタルカメラを前方から見た斜視図で
ある。図１１は、第３レンズユニットが取付けられたデジタルカメラを後方から見た斜視
図である。図１２は、第３レンズユニットを示す図である。
【００４０】
　デジタルカメラ１０には、第１及び第２レンズユニット１４、５４の他に、広角レンズ
（図示せず）を備えた第３レンズユニット６４が使用可能である。第３レンズユニット６
４は、第１及び第２レンズユニット１４、５４と同様に、カメラ本体１２に着脱自在に取
付けられ、レンズユニット側接点２０、撮像素子ユニット２２、及び着脱ボタン２４を有
する（図１２参照）。
【００４１】
　図１３は、カメラ本体１２に取付けられた状態の第３レンズユニット６４の内部構造を
概略的に示す上面図である。
【００４２】
　第３レンズユニット６４は、第１及び第２レンズユニット１４、５４と同様に、重心Ｇ
がレンズユニット側接点２０の近傍、すなわち、第１及び第２撮影レンズ１３、１５を含
む広角レンズの光軸Ｏに垂直で、かつ重心Ｇを通る直線Ｏ’上にあるように設計されてい
る。また、重心Ｇとレンズユニット側接点２０との距離は、第１及び第２レンズユニット
１４、５４の対応する距離と等しい。そして、広角レンズは、標準レンズに比べて画角が
広いので、第３レンズユニット６４には、第１レンズユニット１４よりも大きいフォーマ
ットサイズのＣＣＤ３８が、撮像素子ユニット２２内に設けられている。撮影レンズの画
角に応じてフォーマットサイズが大きいことから、撮影に適した撮影レンズの大きさは、
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第１及び第２レンズユニット１４、５４とほぼ同じである。すなわち、広角レンズの中で
最も大きい第１撮影レンズ１３の直径は、第１及び第２レンズユニット１４、５４におけ
る撮影レンズのうちで最も大きいものの直径とほぼ等しく、このため、第３レンズユニッ
ト６４の重量も第１及び第２レンズユニット１４、５４の重量とほぼ等しい。
【００４３】
　ＣＣＤ３８のフォーマットサイズが大きいため、第３レンズユニット６４は、撮像素子
ユニット２２側が太く、重心Ｇは、ＣＣＤ３８側に位置している。このように、形状が第
１及び第２レンズユニット１４、５４と異なる第３レンズユニット６４を用いた場合にお
いても、レンズユニットの重量、レンズユニットの重心Ｇと本体側接点１８の距離がいず
れも第１及び第２レンズユニット１４、５４と等しいため、デジタルカメラ１０全体の重
心（図示せず）は、デジタルカメラ１０のほぼ中心にある。
【００４４】
　以上のように、本実施形態によれば、デジタルカメラ１０は、様々なレンズユニットを
使用することができる。さらに、撮像素子ユニット２２が着脱自在に各レンズユニットに
取付けられるため、ユーザは、撮影レンズ、撮影時のズーム位置等に応じて、適当なＣＣ
Ｄ（撮像素子）を選択、使用することができる。また、カメラ本体１２の端部に各レンズ
ユニットが取付けられるために、カメラ本体１２の内部構造の設計において制約が少なく
、スペースを有効に活用できる。さらに、各レンズユニットを取付けた際の重心バランス
が良いことから、デジタルカメラ１０は操作性が良好である。
【００４５】
　デジタルカメラ１０は、静止画像のみならず動画像の撮影にも使用できる。また、カメ
ラは、デジタルカメラ１０に限定されず、ビデオカメラであっても良い。
【００４６】
　レンズユニットの取付けられる位置は、カメラ本体１２の側面に限定されず、カメラ本
体１２の上面、底面を含めた側壁面に取付けられても良い。従って、本体側接点１８の位
置は、カメラ本体１２の端部に設けられる限り、本実施形態に限定されず、例えば、カメ
ラ本体１２の上面、あるいは底面に設けられても良い。
【００４７】
　レンズユニットの重心Ｇの位置は、レンズユニット側接点２０の近傍にある限り、本実
施形態に限定されない。例えば、各撮影レンズの光軸Ｏに垂直で、かつレンズユニット側
接点２０を通る直線Ｏ’上のカメラ本体１２側に重心Ｇが位置するように、レンズユニッ
トが設計されても良い。
【００４８】
　撮影レンズは、ズームレンズに限定されず、例えば、単焦点レンズであっても良い。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】第１レンズユニットが取付けられたデジタルカメラを前方から見た斜視図である
。
【図２】第１レンズユニットが取付けられたデジタルカメラを後方から見た斜視図である
。
【図３】第１レンズユニットが取り外された状態のデジタルカメラを示す図である。
【図４】デジタルカメラのブロック図である。
【図５】カメラ本体に取付けられた状態の第１レンズユニットの内部構造を概略的に示す
上面図である。
【図６】第２レンズユニットが取付けられたデジタルカメラを前方から見た斜視図である
。
【図７】第２レンズユニットが取付けられたデジタルカメラを後方から見た斜視図である
。
【図８】第２レンズユニットを示す図である。
【図９】カメラ本体に取付けられた状態の第２レンズユニットの内部構造を概略的に示す



(9) JP 4429077 B2 2010.3.10

10

20

30

上面図である。
【図１０】第３レンズユニットが取付けられたデジタルカメラを前方から見た斜視図であ
る。
【図１１】第３レンズユニットが取付けられたデジタルカメラを後方から見た斜視図であ
る。
【図１２】第３レンズユニットを示す図である。
【図１３】カメラ本体に取付けられた状態の第３レンズユニットの内部構造を概略的に示
す上面図である。
【符号の説明】
【００５０】
　１０　デジタルカメラ（カメラ）
　１１　本体側接点端子
　１２　カメラ本体
　１２Ｌ　窪み
　１２Ｓ　カメラ本体側面（カメラ本体の端部）
　１３　第１撮影レンズ
　１４　第１レンズユニット（レンズユニット）
　１５　第２撮影レンズ
　１８　本体側接点
　１９　レンズユニット側接点端子
　２０　レンズユニット側接点
　２２　撮像素子ユニット
　２６　フォーカス駆動回路（撮影レンズ駆動手段）
　２７　ＡＦモータ（撮影レンズ駆動手段）
　３８　ＣＣＤ（撮像素子）
　４０　Ａ／Ｄ変換器（画像信号処理手段）
　４８　ＣＤＳ回路（画像信号処理手段）
　５４　第２レンズユニット（レンズユニット）
　６４　第３レンズユニット（レンズユニット）
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